
　
超
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
在
宅
で
の

看
取
り
に
対
応
で
き
る
人
材
を
増
や
そ

う
と
、
神
奈
川
県
の
在
宅
医
ら
が
、
一

般
社
団
法
人「
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
・

ケ
ア
協
会
」（
東
京
）を
立
ち
上
げ
た
。

全
国
の
医
療
・
介
護
職
を
対
象
に
養
成

講
座
を
開
き
、
死
に
直
面
し
た
患
者
へ

の
実
践
的
な
援
助
の
仕
方
を
教
え
る
。

　
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

「
２
０
２
５
年
問
題
」
で
は
、
年
間
死

亡
者
数
が
１
５
０
万
人
を
超
え
る
と
予

想
さ
れ
、
自
宅
で
の
看
取
り
を
増
や
さ

な
い
と
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。

　
協
会
設
立
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、

「
め
ぐ
み
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
横
浜
市

瀬
谷
区
）院
長
の
小
澤
竹
俊
医
師
。
末

期
が
ん
患
者
ら
約
１
５
０
０
人
を
在
宅

で
看
取
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
昨
年
夏

か
ら
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
人
材
の
養
成
講

座
を
開
い
て
き
た
が
、
２
０
２
５
年
に

向
け
て
全
国
規
模
で
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。
養
成
講
座
は
2
日
間

の
講
義
と
演
習
か
ら
な
る
。講
座
で
は
、

死
が
近
づ
い
た
患
者
の
苦
し
み
の
和
ら

げ
方
を
学
ぶ
。
講
座
を
終
え
る
と「
認

定
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ・ケ
ア
援
助
士
」

を
取
得
で
き
る
。
今
年
夏
か
ら
全
国
で

講
座
を
開
き
、
5
年
で
1
万
人
程
度
の

援
助
士
養
成
を
目
指
す
。

�

…
5
月
22
日
付
朝
日
新
聞

　
全
国
の
約
２
４
２
０
病
院
が
加
盟
す

る
日
本
病
院
会
は
27
日
、
終
末
期
医
療

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
発
表

し
、
延
命
措
置
の
継
続
や
差
し
控
え
・

中
止
を
家
族
ら
と
話
し
合
う
場
合
と
し

て
、
医
療
現
場
で
想
定
さ
れ
る
6
つ
の

具
体
的
な
事
例
を
示
し
た
。

①�

高
齢
で
寝
た
き
り
で
認
知
症
が
進

み
、
周
囲
と
意
思
の
疎
通
が
と
れ

な
い
と
き
。

②�

高
齢
で
、
自
力
で
経
口
摂
取
が
不
能

に
な
っ
た
と
き
。

③�

胃
ろ
う
造
設
さ
れ
た
が
、
経
口
摂
取

へ
の
回
復
も
な
く
意
思
の
疎
通
が

と
れ
な
い
と
き
。

④�

高
齢
で
誤
飲
に
伴
う
肺
炎
で
意
識
も

な
く
回
復
が
難
し
い
と
き
。

⑤�

が
ん
末
期
で
生
命
延
長
を
望
め
る
有

効
な
治
療
法
が
な
い
と
判
断
さ
れ

る
と
き
。

⑥�
脳
血
管
障
害
で
意
識
の
回
復
が
望
め

な
い
と
き
。

　（�

※
神
経
難
病
、
重
症
心
身
障
害
者

は
含
ま
な
い
）

　
終
末
期
の
判
定
は
、
複
数
の
職
種
に

よ
る
医
療
チ
ー
ム
で
行
な
う
と
し
た
。

本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
と
き

は
、
家
族
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
患
者
本

人
の
推
定
意
思
を
尊
重
し
、
患
者
に

と
っ
て
最
善
の
治
療
方
法
を
と
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
日
本
病
院
会
は
見
解
に
つ
い
て
、
加

盟
病
院
に
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
と

し
て
い
る
。�

…
5
月
27
日
付
朝
日
新
聞

　
認
知
症
に
か
か
る
医
療
・
介
護
費
と

家
族
介
護
の
負
担
も
含
め
た「
社
会
的

費
用
」が
、
年
間
14
・
5
兆
円
に
上
る

こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
研
究
班（
代

表
・
佐
渡
充
洋
慶
応
大
助
教
）の
推
計

で
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
民
全

体
の
医
療
費
43
兆
円（
２
０
１
４
年
度

予
算
）
の
3
分
の
1
に
あ
た
る
規
模

だ
っ
た
。

　
家
族
介
護
の
負
担
は
年
6
・
2
兆
円

と
、
費
用
全
体
の
4
割
超
を
占
め
た
。

認
知
症
の
人
は
約
５
０
０
万
人
に
上

り
、
政
府
は
今
年
1
月
に
認
知
症
国
家

戦
略
を
策
定
し
た
が
、
家
族
の
負
担
軽

減
策
を
急
ぐ
な
ど
、
政
策
の
強
化
が
求

め
ら
れ
そ
う
だ
。

　
推
計
は
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
認
知
症
の
人
を
対
象

に
、
２
０
１
４
年
時
点
の
1
年
間
の
費

用
を
計
算
し
た
。
医
療
・
介
護
費
は
、

国
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

デ
ー
タ
を
基
に
計
算
。
医
療
費
は
年

1
・
9
兆
円
、
介
護
費
は
年
6
・
4
兆

円
に
上
っ
た
。

　
一
方
、
家
族
に
よ
る
介
護
負
担
の
費

用
は
、家
族
約
１
５
０
０
人
に
つ
い
て
、

実
際
に
介
護
に
か
け
た
時
間
を
調
査
。

認
知
症
の
患
者
1
人
当
た
り
平
均
で
年

間
延
べ
１
３
０
０
時
間
を
費
や
し
て
い

た
。こ
の
う
ち
、ト
イ
レ
介
助
な
ど
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
に
置
き
換

え
、
1
時
間
当
た
り
４
９
５
５
円
で
計

算
。
食
事
の
支
度
な
ど
は
、
介
護
を
す

る
代
わ
り
に
働
い
て
い
れ
ば
得
ら
れ
た

賃
金
と
し
て
、
1
時
間
当
た
り
９
６
５

円
で
換
算
し
た
。
そ
の
結
果
、
認
知
症

の
患
者
1
人
あ
た
り
の
家
族
介
護
の
費

用
は
年
間
３
８
２
万
円
。
全
体
で
は

6
・
2
兆
円
と
、
認
知
症
の
人
が
使
う

介
護
保
険
の
費
用
に
匹
敵
し
た
。

　
将
来
推
計
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
85

歳
以
上
に
な
る
35
年
に
は
、
総
額

22
兆
９
２
４
４
億
円
に
ま
で
膨
ら
む
と

試
算
し
た
。

　
認
知
症
の
患
者
は
、
２
０
２
５
年
に

は
約
７
０
０
万
人
ま
で
増
え
る
。
今
回

の
推
計
は
医
療
・
介
護
費
や
家
族
負
担

に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
、
詐
欺
被
害
や

徘
徊
中
の
事
故
、
見
守
り
の
負
担
も
含

め
れ
ば
、
将
来
的
に
は
、
費
用
が
ど
こ

ま
で
膨
ら
む
か
想
像
も
つ
か
な
い
。

�

…
5
月
29
日
付
読
売
新
聞

　
や
せ
て
い
る
人
や
タ
ン
パ
ク
質
を
と

る
量
の
少
な
い
人
は
要
介
護
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
調
査
結
果
を
千

葉
県
が
ま
と
め
た
。
県
は「
肥
満
の
健

康
へ
の
リ
ス
ク
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

や
せ
す
ぎ
の
人
も
注
意
が
必
要
」と
し
、

今
後
、
健
康
づ
く
り
の
施
策
に
生
か
し

て
い
く
と
い
う
。

　
県
は
鴨
川
市
と
共
同
で
、
２
０
０
４

年
1
月
時
点
で
同
市
に
住
む
40
歳
以
上

看
取
り
対
応
に
人
材
育
成

在
宅
医
ら
が
協
会
設
立

…
神
奈
川

「
延
命
措
置
続
け
ま
す
か
」

家
族
が
問
わ
れ
る
想
定
6
例

…
日
本
病
院
会

認
知
症
患
者「
社
会
的
費
用
」

年
14
・
5
兆
円

要
介
護
リ
ス
ク
・
や
せ
て

い
る
人
に
高
く
…
千
葉
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の
男
女
６
４
９
４
人
を
対
象
に
、
食
生

活
や
身
体
活
動
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
後
、
10
年
間
追

跡
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
８
５
人

が
要
介
護
認
定
を
受
け
た
と
い
う
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
と
そ
う
で

な
い
人
の
調
査
結
果
を
分
析
し
た
結

果
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
5
未
満
と
や
せ
て

い
る
人
は
、
標
準
的
な
体
格（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

22
・
5
以
上
25
未
満
）の
人
に
比
べ
、

要
介
護
と
な
る
リ
ス
ク
が
男
性
で
1
・

75
倍
、
女
性
で
1
・
47
倍
高
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
食
事
１
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
あ
た
り
の
タ
ン
パ
ク
質
量
が
30�

g

未
満
の
人
は
50�

g
以
上
の
人
に
比
べ
、

男
性
で
1
・
22
倍
、
女
性
で
1
・
51
倍
、

要
介
護
に
な
り
や
す
か
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
日
常
生
活
の
活
動
と
要

介
護
の
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
。「
バ

ス
や
電
車
で
外
出
で
き
る
」「
自
分
で

食
事
の
用
意
が
で
き
る
」な
ど
5
項
目

す
べ
て「
で
き
る
」と
答
え
た
人
に
比

べ
、「
で
き
る
」が
2
項
目
以
下
だ
っ
た

人
は
、
65
歳
未
満
で
3
・
79
倍
、
65
～

74
歳
で
2
・
94
倍
、
要
介
護
に
な
り
や

す
か
っ
た
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
人
の
う
ち
で
、

「
友
人
の
家
を
訪
ね
る
」「
若
い
人
に
話

し
か
け
る
」な
ど
4
項
目
す
べ
て「
で

き
る
」と
答
え
た
人
に
比
べ
、「
で
き
る
」

が
2
項
目
以
下
だ
っ
た
人
は
要
介
護
の

リ
ス
ク
が
1
・
38
倍
高
か
っ
た
。

�

…
5
月
29
日
付
朝
日
新
聞

　
医
師
の
処
方
箋
が
必
要
な
処
方
薬
か

ら
、
薬
局
な
ど
で
自
ら
選
ん
で
買
え
る

市
販
薬
へ
の
転
用
を
進
め
よ
う
と
、
厚

生
労
働
省
は
新
た
な
制
度
の
導
入
を
決

め
た
。
企
業
に
転
用
を
促
す
薬
の
成
分

に
つ
い
て
、
学
会
に
提
案
し
て
も
ら
う

現
在
の
方
法
を
改
め
、
す
べ
て
の
人
か

ら
要
望
を
受
け
つ
け
る
仕
組
み
に
す
る
。

　
新
制
度
は
、
同
日
開
か
れ
た
厚
労
省

の
審
議
会
で
了
承
さ
れ
た
。
軽
い
不
調

は
自
己
管
理
す
る
こ
と
を
進
め
る
と
同

時
に
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
減
ら
し

て
公
的
医
療
保
険
の
支
出
を
抑
え
る
狙

い
も
あ
る
。

　
転
用
を
求
め
る
要
望
は
、
専
門
家
だ

け
で
な
く
、
消
費
者
を
含
め
て
す
べ
て

の
人
か
ら
受
け
つ
け
る
。
今
後
立
ち
上

げ
る
有
識
者
会
議
で
、
要
望
の
あ
っ
た

成
分
に
つ
い
て
、
医
師
の
指
導
の
な
い

市
販
薬
に
も
適
し
て
い
る
か
議
論
す

る
。
処
方
薬
で
の
使
用
実
績
や
副
作
用

の
発
生
状
況
を
ふ
ま
え
、
関
係
学
会
の

意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
転
用
の
候
補

と
な
る
成
分
を
公
表
す
る
。

　
厚
労
省
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
転

用
さ
れ
た
の
は
約
90
成
分
。
学
会
の
提

案
を
も
と
に
製
品
化
さ
れ
た
の
は
5
成

分
し
か
な
く
、
大
半
は
企
業
が
独
自
に

製
品
化
し
て
い
る
。
公
開
の
会
議
で
専

門
家
の
意
見
や
消
費
者
の
声
を
聞
い
た

う
え
で
、
転
用
の
候
補
と
な
れ
ば
、
企

業
に
と
っ
て
製
品
化
し
や
す
く
な
る
と

厚
労
省
は
み
て
い
る
。

　
た
だ
、
転
用
が
広
が
れ
ば
、
乱
用
や

副
作
用
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性
が

あ
る
。
審
議
会
で
は
、
委
員
か
ら「
利

便
性
が
優
先
さ
れ
、
安
全
性
を
評
価
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
ら
な
い
か
」と
の

懸
念
も
出
た
。�

…
5
月
30
日
付
朝
日
新
聞

　
産
業
界
や
研
究
者
ら
で
つ
く
る
有
識

者
団
体「
日
本
創
成
会
議
・
首
都
圏
問

題
検
討
分
科
会
」（
座
長
・
増
田
寛
也
元

総
務
相
）は
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、

千
葉
の
1
都
3
県（
東
京
圏
）
の

２
０
２
５
年
の
介
護
需
要
が
２
０
１
５

年
に
比
べ
45
％
増
え
、
１
７
２
万
人
に

上
る
と
の
試
算
を
公
表
し
た
。
全
国
平

均（
32
％
増
）
を
大
き
く
上
回
り
、
他

地
域
に
比
べ
突
出
し
て
い
る
。
入
院
需

要
も
21
・
8
％
増
加
す
る
。

　
一
方
で
、
東
京
圏
は
医
療
・
介
護
の

受
け
入
れ
能
力
が
全
国
平
均
よ
り
も
低

く
、「
患
者
の
た
ら
い
回
し
」や「
介
護

施
設
の
奪
い
合
い
」が
起
き
る
可
能
性

が
高
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
地
方
移
住

を
促
す
施
策
の
推
進
な
ど
を
提
言
し
て

い
る
。

　
25
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
で
は
、
同
年
の
東
京
圏

の
75
歳
以
上
人
口
は
現
在
よ
り
約

１
７
５
万
人
増
え
、
全
国
の
増
加
数
の

3
分
の
1
を
占
め
る
。

　
創
成
会
議
の
試
算
に
よ
る
と
、
在
宅

と
入
所
の
介
護
需
要
は
25
年
に
は
埼
玉

が
現
在
の
51
・
5
％
増
、
千
葉
は
49
・

8
％
増
、
神
奈
川
で
47
・
7
％
増
、
東

京
は
37
・
9
％
増
。
入
院
需
要
も
全
国

平
均
の
14
・
1
％
増
に
対
し
、
埼
玉

24
・
6
％
増
、
神
奈
川
22
・
5
％
増
、

千
葉
21
・
9
％
増
、
東
京
19
・
8
％
増

と
な
る
。
こ
の
結
果
、
東
京
圏
で
は
医

療
や
介
護
の
人
材
が
25
年
に
約
80
万
～

90
万
人
不
足
す
る
と
い
う
。

　
試
算
を
踏
ま
え
、
創
成
会
議
は
、
今

後
の
医
療
や
介
護
の
需
要
・
供
給
見
通

し
を
東
京
圏
全
体
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
40
年
に
は
医

療
や
介
護
を
支
え
る
体
制
が
崩
壊
し
か

ね
な
い
と
し
て
、
高
齢
者
の
移
住
を
促

す
た
め
、
移
住
費
用
の
支
援
や「
お
試

し
移
住
」の
導
入
な
ど
を
提
案
し
て
い

る
。

　
た
だ
し
、
国
が
進
め
る
在
宅
医
療
・

介
護
分
に
つ
い
て
は「
デ
ー
タ
整
備
が

進
ん
で
い
な
い
」と
し
て
考
慮
し
て
い

な
い
。�

…
6
月
5
日
付
毎
日
新
聞

　
東
京
圏
の
高
齢
化
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
は
、
地
方
移
住
の
ほ
か
、
①
外
国

人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
や
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
、
②
集
住
化
や
団
地
再
生
、
空

き
家
の
活
用
な
ど
を
提
言
し
た
。

　
移
住
先
の
候
補
地
を
探
す
た
め
提
言

メ
ン
バ
ー
の
高
橋
泰
・
国
際
医
療
福
祉

大
教
授
が
全
国
を
３
４
４
地
域
に
分

け
、
医
療
と
介
護
の「
余
力
」を
評
価
。

医
療
は
車
で
1
時
間
以
内
に
行
け
る
急

性
期
病
院
の
住
民
1
人
あ
た
り
の
利
用

で
き
る
レ
ベ
ル
を
評
価
。
介
護
に
つ
い

て
は
40
年
時
点
の
介
護
需
要
を
満
た
す

か
で
判
定
し
た
。そ
の
結
果
、函
館（
北

海
道
）、
室
蘭（
同
）、
高
知（
高
知
県
）、

別
府（
大
分
県
）、
大
牟
田（
福
岡
県
）

な
ど
の
41
地
域
が「
余
力
が
あ
る
地
域
」

に
該
当
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
地
方
に
介
護
、
医
療
が
充
実
し
て

い
る
か
ら
行
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
ピ

ン
と
来
な
い
」（
神
奈
川
県
の
黒
岩
祐

治
知
事
）な
ど
、
医
療
、
介
護
や
自
治

体
関
係
者
か
ら
の
反
発
や
効
果
を
疑
問

視
す
る
見
方
も
あ
る
。

�

…
6
月
4
日
付
朝
日
新
聞

　
認
知
症
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
75
歳
以
上
の
運
転

免
許
制
度
を
見
直
す
改
正
道
路
交
通
法

が
、衆
院
本
会
議
で
可
決
、成
立
し
た
。

免
許
更
新
時
に「
認
知
症
の
恐
れ
」と

判
定
さ
れ
た
場
合
に
医
師
の
診
断
を
義

務
づ
け
、
正
式
な
診
断
が
出
れ
ば
、
免

許
停
止
か
取
り
消
し
と
な
る
。
公
布
か

ら
2
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。

�

…
6
月
11
日
付
読
売
新
聞

処
方
薬
か
ら
市
販
薬
へ

転
用
促
進

国
が
新
制
度

東
京
圏
高
齢
者
の

介
護
需
要
を
試
算
、

地
方
移
住
促
進
を
提
言

…
日
本
創
成
会
議

東
京
圏
の
高
齢
化
問
題
へ
の

対
策
提
言
…
日
本
創
成
会
議

「
認
知
症
の
恐
れ
」に
受
診
義
務

改
正
道
交
法
が
成
立
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日
本
老
年
学
会
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
身
体
、
知
的
機
能
や
健
康
状
態

に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
発
表
し
た
。

　
最
新
の
科
学
デ
ー
タ
を
総
合
す
る

と
、「
現
在
の
高
齢
者
は
10
～
20
年
前

に
比
べ
て
、
5
～
10
歳
は
若
返
っ
て
い

る
と
想
定
さ
れ
る
」と
評
価
。
高
齢
者

の
健
康
状
態
は
個
人
差
が
大
き
い
が
、

「
高
齢
者
が
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
参
加
で
き
る
社
会
を
創
る
こ

と
が
今
後
の
超
高
齢
社
会
を
活
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
大
切
だ
」と
の
声

明
を
出
し
た
。

　
知
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
の

内
藤
佳
津
雄
教
授（
心
理
学
）ら
が
、

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
愛
知

県
大
府
市
）が
大
府
市
の
40
歳
以
上
の

住
民
約
２
、３
０
０
人
に
実
施
し
て
き

た
知
能
検
査
の
デ
ー
タ
を
分
析
。
認
知

症
が
な
く
、
健
康
状
態
の
よ
い
高
齢
者

の
集
団
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
検
査
項
目

で
60
～
70
歳
代
の
成
績
が
向
上
し
、

２
０
１
０
年
の
70
歳
代
は
10
年
前
の
10

歳
程
度
若
い
人
た
ち
と
同
等
の
成
績

だ
っ
た
。

　
病
気
に
か
か
る
割
合
に
つ
い
て
は
、

東
京
大
の
秋
下
雅
弘
教
授（
老
年
医
学
）

が
全
国
の
65
～
79
歳
の
高
齢
者
が

１
９
９
６
～
２
０
１
１
年
に
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
た
割
合
を
分
析
。
75
～

79
歳
の
女
性
で
は
脳
卒
中
で
治
療
を
受

け
た
割
合
が
3
分
の
1
近
く
に
な
る
な

ど
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
骨
粗
し
ょ

う
症
で
大
き
く
減
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
除
く
、

ほ
ぼ
全
て
の
病
気
で
低
下
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
率
も

ほ
ぼ
全
て
の
年
代
で
低
下
し
た
。
秋
下

教
授
は
、
定
期
的
な
運
動
な
ど
生
活
習

慣
が
改
善
し
た
の
が
原
因
で
は
な
い
か

と
指
摘
。
65
～
79
歳
の
高
齢
者
の
健
康

状
態
は
5
～
10
歳
程
度
改
善
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。

　
身
体
機
能
で
は
、
桜
美
林
大
の
鈴
木

隆
雄
教
授（
同
）が
、
１
９
９
２
年
と

２
０
０
２
年
に
秋
田
県
で
実
施
さ
れ
た

高
齢
者
の
調
査
の
デ
ー
タ
を
比
較
、
歩

く
速
さ
や
握
力
、
片
足
立
ち
の
時
間
な

ど
が
各
年
代
で
向
上
し
て
い
た
こ
と
を

報
告
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
そ
の
後

の
調
査
で
も
身
体
機
能
が
改
善
し
て
い

る
デ
ー
タ
も
出
て
い
る
と
い
う
。

　
同
学
会
で
は
、今
後
、こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
基
に
、
現
在
65
歳
以
上
と
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
定
義
を
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
も
検
討
す
る
。

�

…
6
月
13
日
付
読
売
新
聞

　
政
府
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
の
病
院
ベ
ッ
ド
数

を
、
２
０
１
３
年
の
１
３
４
万�

７
０
０
０
床
よ
り
最
大
約
20
万
床
削
減

で
き
る
と
い
う
推
計
を
発
表
し
た
。
入

院
治
療
の
必
要
性
が
低
い
人
は
、
在
宅

や
介
護
施
設
へ
移
る
前
提
だ
が
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
が
課
題
だ
。

　
２
０
１
３
年
度
1
年
分
の
診
療
報
酬

明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）な
ど
を
も
と
に

試
算
。
対
策
を
せ
ず
に
高
齢
化
が
進
ん

だ
場
合
、
２
０
２
５
年
の
必
要
ベ
ッ
ド

数
は
約
１
５
２
万
床
に
膨
ら
む
が
、
在

宅
や
介
護
施
設
へ
の
移
行
を
進
め
れ

ば
、必
要
病
床
数
は
１
１
５
万
～
１
１
９�

万
床
程
度
に
な
り
、
13
年
よ
り
約
20
万

～
16
万
床
削
減
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
鹿
児
島
県

の
35
％
減
を
は
じ
め
41
道
府
県
で
削
減

が
可
能
。
一
方
、
東
京
都
、
大
阪
府
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
3
県
な
ど
で
は

病
床
が
1
割
前
後
不
足
す
る
。
各
都
道

府
県
は
今
後
、
地
域
事
情
を
加
味
し
な

が
ら
２
０
２
５
年
の
必
要
ベ
ッ
ド
数
を

絞
り
込
み
、
医
療
提
供
体
制
と
あ
わ
せ

た「
地
域
医
療
構
想
」を
、
２
０
１
６

年
秋
を
め
ど
に
策
定
す
る
。

　
ベ
ッ
ド
数
削
減
が「
患
者
の
追
い
出

し
」と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
在
宅
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要

で
、
厚
生
労
働
省
は
今
月
下
旬
か
ら
有

識
者
検
討
会
で
議
論
す
る
。

�

…
6
月
16
日
付
毎
日
新
聞

　
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
、
警
察
へ
の
届
け
出
が
翌
日
以
降

に
な
る
と
、
当
日
に
届
け
出
た
場
合
に

比
べ
、
発
見
時
に
死
亡
し
て
い
る
割
合

が
倍
近
く
に
上
昇
す
る
こ
と
が
、
厚
生

労
働
省
の
研
究
班（
代
表
・
鈴
木
隆
雄

桜
美
林
大
教
授
）の
分
析
で
分
か
っ
た
。

死
因
で
は
水
死
や
凍
死
が
多
い
傾
向
も

浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
研
究
班
で
は
、
２
０
１
３
年
に
警
察

へ
届
け
出
が
あ
っ
た
認
知
症
の
行
方
不

明
者
1
万
３
２
２
人
の
う
ち
、
計

７
７
６
人
の
家
族
に
対
し
て
警
察
庁
を

通
じ
て
調
査
票
を
配
布
し
た
。
７
７
６

人
の
内
訳
は
、
発
見
時
に
死
亡
し
て
い

た
３
８
８
人
に
つ
い
て
は
全
員
、
ま
た

生
存
し
て
い
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

死
亡
者
と
同
数
の
３
８
８
人
を
無
作
為

に
選
ん
だ
。
回
答
が
あ
っ
た
計
２
０
４

人
を
分
析
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
行
方
不
明
の
判
明
当
日

に
、
家
族
ら
が
警
察
に
届
け
出
た
の
は

１
７
４
人
で
、
発
見
時
に
死
亡
し
て
い

た
の
は
39
％
に
あ
た
る
68
人
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
翌
日
以
降
に
届
け
出
た

26
人
の
ケ
ー
ス
で
は
18
人
が
亡
く
な
っ

て
お
り
、
割
合
は
69
％
に
達
し
た
。

　
ま
た
行
方
不
明
の
当
日
に
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
83
％
の
人
が
生
き
て
い
た

が
、
日
数
の
経
過
と
と
も
に
生
存
の
割

合
は
低
下
し
、
5
日
目
以
降
で
は
生
存

者
は
い
な
か
っ
た
。

　
死
者
の
う
ち
死
因
が
明
ら
か
な
の
は

61
人
で
、
水
死
が
24
人（
39
％
）、
低

体
温
症
を
含
む
凍
死
が
21
人（
34
％
）

で
、
計
74
％
を
占
め
た
。

�

…
6
月
16
日
付
読
売
新
聞

　
政
府
は
、
消
費
者
政
策
を
ま
と
め
た

『
消
費
者
白
書
』
を
閣
議
決
定
し
た
。

認
知
症
な
ど
で
判
断
力
が
低
下
し
た
高

齢
者
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
が
依
然
多
く
、

「
見
守
り
の
強
化
が
課
題
」と
指
摘
。

　
白
書
に
よ
る
と
、
全
国
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
認
知
症

な
ど
の
高
齢
者
の
相
談
は
２
０
１
４
年

度
、
約
９
７
０
０
件
を
数
え
た
。
前
年

度（
約
１
万
１
０
０
０
件
）よ
り
わ
ず

か
に
減
っ
た
が
、高
止
ま
り
し
て
い
る
。

相
談
の
8
割
以
上
は
本
人
以
外
か
ら

で
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。
事
業
者
に
勧

め
ら
れ
る
ま
ま
契
約
し
て
借
金
を
重
ね

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
家
族
や
近
所
、
福

祉
事
業
者
ら
の
見
守
り
強
化
の
ほ
か
、

本
人
に
か
わ
っ
て
財
産
管
理
で
き
る
成

年
後
見
制
度
の
活
用
が
有
効
だ
と
し
て

い
る
。�

…
6
月
19
日
付
朝
日
新
聞

高
齢
者
の
知
力
・
体
力
向
上

…
日
本
老
年
学
会

【
病
床
数
削
減
】

政
府
２
０
２
５
年
推
計

「
認
知
症
」
行
方
不
明

届
け
出
遅
れ
で

死
亡
割
合
が
倍
増

『
消
費
者
白
書
』
高
齢
者
の

「
見
守
り
課
題
」…
消
費
者
庁
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